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愛知森林管理事務所
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

75

しろ うま だけ

森
を
歩
こ
う

 

［
愛
知
所
］
犬
山
・
八
曽
自
然
休
養
林
は
昭
和

四
十
九
年
三
月
に
設
定
さ
れ
、
愛
知
県
犬
山
市

の
東
部
、
岐
阜
県
境
に
位
置
す
る
丘
陵
性
山
地

で
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
内
に
あ
り
、
面
積
は

一
、一
三
一
㌶
で
す
。
都
市
近
郊
の
自
然
休
養

林
と
し
て
、
四
季
を
通
じ
多
く
の
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
ラ
イ
ン
を
望
む
犬
山
地
区
は
、
起
伏
に

富
ん
だ
岩
石
と
マ
ツ
な
ど
の
森
林
が
一
体
と
な

り
、
優
れ
た
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、

八
曽
地
区
は
黒
平
山
か
ら
の
展
望
や
、
八
曽

滝
、
五
段
の
滝
、
乙
女
滝
、
巌
頭
洞
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
自
然
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

〈
黒
平
山
〉

　

八
曽
山
と
も
呼
ば
れ
標
高
三
二
七
㍍
で
当
自

然
休
養
林
の
最
高
峰
、
三
六
〇
度
の
眺
望
が
楽

し
め
、
晴
天
時
は
御
嶽
山
、
乗
鞍
、
白
山
等
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
八
曽
滝
〉 

　

木
々
の
生
い
茂
る
渓
谷
に
滝
の
音
が
響
く
、

高
さ
約
十
八
㍍
ほ
ど
あ
り
、「
山
伏
の
滝
」
と

黒平山からの展望

も
称
さ
れ
、
修
験
者
や
、
秋
葉
寺
（
宗
岳
寺
）

の
修
行
の
場
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
本
滝
は
、
平
成
二
十
年
六
月
に
、
環

境
省
の
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
、
モ

ミ
の
木
駐
車
場
、
亀
割
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
約

四
十
～
五
十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

〈
巌
頭
洞
（
が
ん
ど
が
ま
）
〉

　

巌
頭
洞
歩
道
沿
い
の
両
岸
に
岩
壁
が
そ
そ
り

立
つ
一
角
に
自
然
に
で
き
た
洞
窟
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
洞
窟
は
昔
の
龕
灯
（
が
ん
と
う
）
の

よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
そ
の
昔
は
野
盗
が
住

ん
で
い
た
と
か
、
穴
居
生
活
時
代
の
遺
跡
と
も

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
八
曽
木
橋
〉

　

モ
ミ
の
木
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
約
三
十
分
、

五
条
川
に
架
か
る
木
橋
で
八
曽
自
然
休
養
林
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
七
月
愛
知
県
犬
山
市
周
辺
に

降
っ
た
豪
雨
に
よ
り
元
々
あ
っ
た
木
橋
が
全

壊
、
平
成
二
十
三
年
三
月
復
元
し
ま
し
た
。

〈
所
在
地
〉

　

愛
知
県
犬
山
市

◆
ア
ク
セ
ス
（
モ
ミ
の
木
駐
車
場
ま
で
）

○
鉄
道
利
用

　

�

名
鉄
犬
山
線
犬
山
駅
か
ら
バ
ス
（
明
治
村

行
）
終
点
下
車
。
徒
歩
又
は
タ
ク
シ
ー
で
。

○
自
動
車
利
用

　

�

高
速
道
路
で
は
、
中
央
道
「
小
牧
東
IC
」
か

ら
県
道
四
九
号
線
を
入
鹿
池
方
面
、
入
鹿
大

橋
手
前
を
右
折
。

平成の名水「八曽滝」

巌頭洞（洞窟）

復元された八曽木橋




